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世
界
中
の
人
々
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
試
練
に
打
ち
勝
つ
た
め
奮
闘
を

続
け
て
い
ま
す
が
、
皆
様
は
如
何
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。

　

終
息
の
目
処
が
た
た
な
い
中
、
今
年
の
夏

は
厳
し
い
残
暑
に
も
み
ま
わ
れ
、
感
染
症
予
防
と
熱
中
症
対
策
両
方
が

求
め
ら
れ
、
大
変
な
日
々
を
過
ご
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

種
々
の
行
事
が
中
止
・
延
期
さ
れ
る
中
、
５
月
13
日
に
予
定
し
て
い

た
総
会
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
開
催
を

中
止
し
、
皆
様
に
は
書
面
に
よ
り
事
業
計
画
、
予
算
の
承
認
を
い
た
だ

き
、
今
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
、
県
及
び
松

江
市
か
ら
電
話
相
談
業
務
へ
の
協
力
要
請
を
受
け
、
４
月
か
ら
県
内
保

健
所
に
お
い
て
支
援
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
慣
れ
な
い
相
談
対
応
に
戸

惑
い
な
が
ら
も
、一
日
も
早
い
終
息
を
願
い
業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
本
誌
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
い
、
差

別
や
偏
見
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、「
ぼ
た
ん
の
会
」

総
会
時
に
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
と
人
権
に
つ
い
て
研
修
を
計
画
し
て
い
ま

し
た
が
、
開
催
中
止
と
な
っ
た
た
め
、
本
誌
で
概
要
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
機
に
、
過
去
の
学
び
を
今
ど
う
活
か
し
て
い
く
の
か
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
来
年
５
月
「
ぼ
た
ん
の
会
」
は
設
立
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。

記
念
事
業
に
つ
い
て
は
、
７
月
に
設
置
し
た
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、

記
念
式
典
と
記
念
誌
発
行
を
柱
に
検
討
を
進
め
る
予
定
で
す
。
み
な
さ

ん
と
一
緒
に
お
祝
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
制
限
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
中
、
改
め
て
気
づ
か
さ

れ
た
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
。
新
た
な
活
動
の
形
を
模
索
し

つ
つ
、
一
日
も
早
い
コ
ロ
ナ
の
終
息
を
願
い
、
地
域
の
皆
様
の
健
康
を

守
り
な
が
ら
乗
り
切
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の

　
　「
ぼ
た
ん
の
会
」
の
活
動

　
　
　
　
　
　

 

島
根
県
在
宅
保
健
師
等
の
会
「
ぼ
た
ん
の
会
」
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1
ハ
ン
セ
ン
病
と
人
権
に
つ
い
て

＊
親
や
兄
弟
姉
妹
と
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
…
。

＊
実
名
を
名
乗
る
こ
と
が
で
き
な
い
…
。

＊
結
婚
し
て
も
子
供
を
産
む
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
…
。

＊
一
生
療
養
所
か
ら
出
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
…
。

＊
死
ん
で
も
故
郷
の
墓
に
埋
葬
し
て
も
ら
え
な
い
…
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
さ
ん
達

は
、
長
い
間
国
の
政
策
に
よ
っ

て
、
こ
の
よ
う
な
生
活
を
強
い

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
偏
見
と
差

別
に
よ
り
、『
人
間
』
と
し
て

享
受
す
べ
き
人
権
を
根
こ
そ
ぎ

奪
わ
れ
ま
し
た
。

2
ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史
～
政
府
の
隔
離
政
策
に
つ
い
て
～

　

政
府
の
隔
離
政
策
の
柱
と
し
て
、
１
つ
が
「
終
生
絶
対
隔

離
政
策
」
で
す
。
患
者
で
あ
れ
ば
強
制
的
に
療
養
所
に
収
容

し
、
生
涯
隔
離
す
る
と
い
う
政
策
で
す
。
２
つ
め
が
「
優
性

　
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
等
へ

の
誹
謗
中
傷
が
後
を
断
ち
ま
せ
ん
。
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
と

お
し
偏
見
・
差
別
に
つ
い
て
考
え
、
今
後
、
人
権
問
題
に
ど

う
関
わ
っ
て
い
く
の
か
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。（
今
年
度

総
会
で
研
修
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
総
会
が
中
止
と

な
っ
た
た
め
本
誌
に
掲
載
し
ま
す
）

ハ
ン
セ
ン
病
と
人
権
問
題

～
人
間
と
し
て
生
き
る
こ
と
と
は
～

 

松
江
地
区
幹
事　

永
江
　
尚
美

政
策
」
で
す
。
患
者
に
は
子
ど
も
を
持
た
せ
ず
根
絶
す
る
と

い
う
政
策
で
す
。

　

そ
の
隔
離
政
策
の
背
景
に
法
律
の
制
定
が
あ
り
ま
し
た
。

⑴
１
９
０
７
（
明
治
40
）
年
、

「
癩
予
防
ニ
関
ス
ル
件
」

を
制
定

　
「
浮
浪
癩
」
を
療
養
所
に

入
所
さ
せ
隔
離

⑵
１
９
３
１
（
昭
和
６
）
年

改
正
「
癩
予
防
法
」
が
成

立強
制
隔
離
に
よ
る
ハ
ン
セ

ン
病
絶
滅
政
策
と
し
て
す

べ
て
の
患
者
を
強
制
的
に
入
所
。
無
ら
い
県
運
動
。

⑶
１
９
５
３
（
昭
和
28
）
年
、
改
正
「
ら
い
予
防
法
」
が

成
立

ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を
よ
り
強
め
た
法
律

こ
の
法
律
が
平
成
８
年
ま
で
存
続

3
ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
「
国
際
的
な
認
識
」

　

明
治
30
年
に
第
１
回
国
際
ら
い
会
議
で
「
ハ
ン
セ
ン
病
は

予
防
で
き
る
」「
家
庭
内
隔
離
が
原
則
」「
救
護
隔
離
の
場
合

で
も
患
者
の
同
意
が
必
要
」「
強
制
隔
離
は
ご
く
例
外
的
な

場
合
の
み
」
と
い
う
こ
と
が
決
議
さ
れ
、
そ
の
後
の
会
議
に

お
い
て
も
、「
外
来
治
療
の
重
要
性
」「
社
会
復
帰
の
支
援
」

　
「
一
般
国
民
へ
の
普
及
啓
発
」
等
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
昭

和
33
年
に
は
第
７
回
国
際
ら
い
会
議
が
東
京
で
開
催
さ
れ
、

「
政
府
が
い
ま
だ
に
強
制
的
な
隔
離
政
策
を
採
用
し
て
い
る

と
こ
ろ
は
、
そ
の
政
策
を
全
面
的
に
破
棄
す
る
よ
う
に
勧
奨

す
る
」「
病
気
に
対
す
る
誤
っ
た
理
解
に
基
づ
い
て
、
特
別
な

ら
い
の
法
律
が
強
制
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
政
府
に
こ

の
法
律
を
廃
止
さ
せ
る
よ
う
に
」
と
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
日

本
は
隔
離
政
策
を
強
調
し
、
国
際
的
な
動
き
と
逆
行
す
る
政

策
を
平
成
８
年
「
ら
い
予
防
法
」
廃
止
ま
で
継
続
し
ま
し
た
。

4
「
ら
い
予
防
法
廃
止
」
後
の
動
き

　

法
律
が
廃
止
さ
れ
た
と
き
の
元
患
者
の
平
均
年
齢
は
74
歳

で
し
た
。
障
害
の
あ
る
元
患
者
の
皆
さ
ん
は
故
郷
に
も
帰
れ

ず
、
社
会
復
帰
も
で
き
ず
、
療
養
所
に
留
ま
る
こ
と
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

後
世
へ
の
偏
見
・
差
別
を
な
く
す
た
め
に
、１
９
９
８
（
平

成
10
）
年
熊
本
地
裁
に
「
ら
い
予
防
法
は
基
本
的
人
権
の
尊

重
を
定
め
た
憲
法
に
違
反
し
、
強
制
隔
離
な
ど
で
人
権
侵
害

を
受
け
た
」
と
補
償
を
求
め
る
提
訴
を
し
、
２
０
０
１
（
平

成
13
）年
に
原
告
全
面
勝
訴
の
判
決
が
下
さ
れ
ま
し
た
。（
人

間
回
復
裁
判
）

　

国
は
、
２
０
０
１
（
平
成
13
）
年
に
、「
ハ
ン
セ
ン
病
補

償
法
」
を
成
立
し
、
２
０
０
８
（
平
成
20
）
年
に
は
「
ハ
ン

セ
ン
病
問
題
の
解
決
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
を
成
立
し
ま

し
た
。
ま
た
、
元
患
者
の
み
な
ら
ず
、
患
者
家
族
も
同
様
に

人
生
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
対
す
る
家
族
訴
訟
が
行
わ
れ
、

２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
に
は
、「
ハ
ン
セ
ン
病
家
族
国
家

賠
償
請
求
訴
訟
」
の
判
決
が
熊
本
地
裁
で
あ
り
全
面
勝
訴

し
、
補
償
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

5
ハ
ン
セ
ン
病
の
問
題
は
、『
人
間
と
し
て
生
き
る
こ
と
』

を
考
え
る
こ
と
で
す

　

ハ
ン
セ
ン
病
の
問
題
は
、
政
治
・
政
策
・
国
が
行
っ
た
問

題
で
す
が
、
そ
こ
に
責
任
を
追
及
す
る
だ
け
で
は
い
け
ま
せ

ん
。
そ
の
政
策
に
同
調
し
、
国
民
一
人
ひ
と
り
も
同
じ
行
動

（
差
別
・
偏
見
）
を
と
っ
た
責
任
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
、
そ
の
責
任
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
感

じ
ま
す
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
者
の
方
が
半
世
紀
以
上
も
の
長
い
間
、

人
権
か
ら
遠
い
生
活
を
送
っ
て
こ
ら
れ
た
事
実
を
受
け
止

め
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
、
差
別
偏
見
を
受
け
て
き
た

人
達
に
学
ぶ
こ
と
が
重
要
で
す
。
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新型コロナウイルス感染症対策に一役！
　本県において、４月９日に初の感染者が確認されたことを受け、
県及び松江市から「ぼたんの会」に対し、保健所が設置している新
型コロナウイルス感染症電話相談業務への協力要請がありました。
　これを受け、本会は各地区において支援体制を整備し、４月19
日から順次、県内各保健所において電話相談業務の支援を開始しま
した。慣れない相談対応に戸惑いながら、新型コロナウイルス感染
症の収束を願い業務にあたっています。各保健所での支援状況をご
報告します。

　慣れない現場に所内の情報やコ
ロナ感染等の全体の動きが理解で
きず、戸惑いと不安な毎日でした
が、「ぼたんの会」として支援に

出雲保健所
支援者
９名

入ったことが心強く感じられ、会員同士の連帯感に繋
がりました。保健所OB会員の協力で、忙しい中説明
会が開催され、会員の疑問・質問等への丁寧な説明や
新情報等の提供もあり、安心して業務に取り組むこと
ができました。会員間の引継ぎは、『ぼたんの会コロ
ナ対応連絡ノート』により行い、今では大切な情報交
換の場となっています。
　保健所職員の「ぼたんの会の皆さんが女神さまにみ
えます」などの言葉や優しい対応により、良好な関係
が築けています。今後もより良い支援ができるよう心
掛けていきたいと思います。

出雲地区幹事　小　中　綾　子

　７月に入り、雲南地区でも新型
コロナ感染症の発生がみられまし
た。それまでは殆ど実際の相談を
受けていなかった私たちに緊張が

雲南保健所
支援者
４名

走りました。肝を据えて、次々にかかってくる電話に
何とか対応することができました。
　並んでテキパキと対応されていた現役の若い保健師
さんがとても頼もしく思え励まされました。そして、
今まで漠然とイメージしていた相談からＰＣＲ検査に
至る流れ等について、実際に対応してみてわかった気
がし、また保健所の方々の仕事の実状やご苦労を理解
することができました。保健師の仕事の原点はやはり
「現場から」ですね。

雲南地区幹事　浜　村　愛　子

松江保健所
支援者
８名

　松江地区ぼたんの会では、４月
の松江市における感染者の発生に
伴い、松江市から依頼を受け対応
可能な会員８名で相談支援を行い

松江地区幹事　永　江　尚　美

ました。４月19日～６月９日まで、半日を１単位とし
て述べ51単位、205件の相談対応にあたりました。支
援をした保健師からは、「新しい情報の収集と共有」「支
援のための引き継ぎの重要性」「住民への啓発活動の
徹底」「相談体制のあり
方」等の課題や学び等の
意見を伺っています。
　９月から相談支援を再
開します。学びを活かし
て対応に努めたいと思い
ます。

浜田保健所
支援者
４名

浜田地区幹事　馬　場　真由美

　浜田地区では、コロナ電話相談
を５月18日から４名でスタートし
ました。コールセンターで集中し
て対応されるようになってから

は、件数が激減し、日によっては０件のこともあり、
保健所内で協議していただいた結
果、６月16日で電話相談の対応は
一旦終え、また必要があれば再開
するということになりました。対
応した期間中、会員が受けた相談
件数は36件でした。

保健所における支援状況に
ついて

電話相談に対応する「ぼたんの会」木村会長
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「
ぼ
た
ん
の
会
」
益
田
地
区
は
、

令
和
元
年
度
よ
り
益
田
市
及
び
津

和
野
町
の
特
定
健
診
・
特
定
保
健

指
導
に
係
る
業
務
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

　

特
定
保
健
指
導
対
象
者
へ
の
支

援
は
、
健
診
結
果
報
告
会
で
の
初

回
面
接
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
の

後
、
行
動
目
標
達
成
を
目
指
し
、

状
況
に
応
じ
た
支
援
を
経
て
３
か

月
か
ら
６
か
月
後
に
評
価
を
行
い

益田市及び津和野町の
特定保健指導に関わって見えたこと

～蘇った生きがいと誇り～
　 益田地区幹事　長野　知惠子

　
国
保
連
合
会
は
市
町
村
の

保
健
活
動
に
お
け
る
事
務
負

担
の
軽
減
及
び
効
果
的
・
効

率
的
な
事
業
展
開
を
図
る
た

め
、「
在
宅
保
健
師
に
よ
る

市
町
村
の
保
健
活
動
を
補
完

す
る
事
業
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。「
ぼ
た
ん
の
会
」
は
、

国
保
連
合
会
と
委
託
契
約
を

結
び
、
国
保
連
合
会
が
市
町

村
か
ら
支
援
要
請
を
受
け
た

保
健
活
動
業
務
に
つ
い
て
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
益
田
地
区
か
ら
、

益
田
市
、
津
和
野
町
の
保
健

事
業
に
関
わ
っ
て
感
じ
た
こ

と
等
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。

ま
す
。

　

現
役
時
代
は
、
業
務
が
多
岐
に

わ
た
り
、
一
つ
の
こ
と
に
集
中
し

て
関
わ
る
こ
と
は
皆
無
に
等
し

か
っ
た
の
で
す
が
、
現
在
は
余
裕

綽
々
。
保
健
指
導
に
集
中
で
き
る

日
々
は
、新
鮮
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

起
床
時
、「
今
日
は
益
田
市
民
の

声
が
聴
け
る
」「
津
和
野
町
民
に

会
え
る
日
だ
」
と
思
う
と
、
パ
ッ

と
起
き
ら
れ
ま
す
。

　

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
住

民
の
生
活
や
価
値
観
が
多
様
化
し

て
い
る
中
で
、
健
康
リ
ス
ク
を
正

し
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
、
健
康
の

保
持
・
増
進
が
持
続
で
き
る
よ
う

魂
に
響
く
保
健
指
導
を
す
る
こ
と

で
す
。「
結
果
に
繋
が
ら
な
け
れ

ば
指
導
は
自
己
満
足
だ
」
と
思
っ

た
こ
と
を
契
機
に
、
心
の
炎
は
め

ら
め
ら
と
燃
え
上
が
り
、
今
も
勢

い
よ
く
燃
え
て
い
ま
す
。

　
「
次
の
健
診
が
楽
し
み
に
な
る

よ
う
に
計
画
ど
お
り
や
っ
て
み
よ

う
」「
指
導
を
自
分
の
こ
と
と
し

て
受
け
止
め
ら
れ
、
目
標
に
向

か
っ
て
頑
張
り
た
い
と
思
っ
た
」

と
言
っ
て
、
保
健
指
導
対
象
者
が

提
出
し
た
３
か
月
間
の
体
重
記
録

を
目
の
前
に
し
た
時
の
感
動
は
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ぞ
私
の
生

き
が
い
で
す
。

　

市
町
の
特
定
保
健
指
導
実
施
率

向
上
に
貢
献
で
き
て
い
る
こ
と
や

私
の
保
健
指
導
が
現
役
保
健
師
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
機
会
に
な
っ
て

い
る
こ
と
は
、「
ぼ
た
ん
の
会
」
の

役
割
の
一
つ
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
市
町
村
の
保
健
事

業
が
よ
り
効
果
的
に
実
施
さ
れ
る

よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

「在宅保健師等による
　市町村の保健活動を補完する事業」に取り組んで

特定保健指導中の長野さん（中央）

魂に響く保健指導

当該事業に取り組んでいる地区・市町は
次のとおりです。

平成30年度　　

令和元年度　　
　　　　　　　
令和２年度　　
　　　　　　　

平成30年度　雲南地区（奥出雲町）

令和元年度　雲南地区（雲南市・奥出雲町）
　　　　　　益田地区（益田市・津和野町）
令和２年度　雲南地区（雲南市・奥出雲町）
　　　　　　益田地区（益田市・津和野町）
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浜
田
地
区
　
尾
原
　
直
子

小
さ
な
集
落
で
の
介
護
予
防
活
動

　

近
所
の
90
歳
近
い
２
～
３
人
の
高
齢
者

か
ら
、
集
落
で
何
か
定
期
的
に
集
ま
る
場

を
設
け
て
欲
し
い
と
言
わ
れ
、昨
年
12
月
、

集
落
の
会
館
を
会
場
に
、
江
津
市
が
介
護

予
防
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
い
き
い

き
百
歳
体
操
」教
室
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

名
前
は
「
下し
も

大お
お

貫ぬ
き

ク
ラ
ブ
」
と
い
い
ま

す
。
月
２
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
し
、毎
回
、

50
歳
か
ら
92
歳
の
方
、
14
人
～
15
人
の
参

加
が
あ
り
ま
す
。
参
加
者
か
ら
は
、「
以

前
よ
り
ふ
ら
つ
き
が
少
な
く
な
っ
た
」「
み

な
さ
ん
と
話
が
で
き
て
嬉
し
い
」「
今
ま

で
よ
り
横
の
つ
な
が
り
が
強
く
な
っ
た
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、
喜
ん
で
い
た
だ
い

　
出
雲
地
区
　
梶
谷
　
恵
子

健
康
づ
く
り
の
集
い

「
す
み
れ
会
」
で
楽
し
ん
で
い
ま
す

　

私
の
住
ん
で
い
る
地
域
で
は
、

高
血
圧
、
糖
尿
病
、
腰
痛
等
で
治

療
す
る
人
が
増
え
た
た
め
、
寝
た

き
り
に
な
ら
な
い
よ
う
健
康
づ
く

り
に
取
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
に
、
有
志
３
人
で
「
す

み
れ
会
」
を
立
ち
上
げ
、月
２
回
、

近
く
の
会
館
に
集
ま
り
、
音
楽
に

合
わ
せ
ゲ
ー
ム
を
と
り
入
れ
な
が

ら
、
楽
し
く
ス
ト
レ
ッ
チ
、
筋
ト

レ
、
脳
ト
レ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
満
開
の
桜
並
木
を
歩

く
花
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、ク
リ
ス
マ
ス
会
、

新
年
茶
話
会
な
ど
季
節
の
行
事
を
と
り
入

れ
変
化
を
も
た
せ
て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
や
７
月
豪
雨
で

会
館
が
水
害
に
遭
う
な
ど
休
会
し
な
が
ら

で
す
が
、30
世
帯
余
り
の
小
さ
な
集
落
で
、

み
な
さ
ん
と
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
市
の
保
健
師
さ
ん
を
迎
え
、
健

康
に
関
す
る
学
習
会
、
が
ん
検
診
申
込
、

自
分
の
体
の
状
態
を
知
る
た
め
に
体
組

成
、
血
管
年
齢
、
骨
密
度
測
定
を
行
っ
て

い
ま
す
。66
歳
か
ら
90
歳
ま
で
の
会
員
は
、

全
員
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
を
受
け
地

域
で
認
知
症
の
方
を
支
え
な
が
ら
自
立
し

た
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

私
も
一
会
員
と
し
て
、
こ
の
会
で
楽
し

く
明
る
く
健
康
づ
く
り
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

乳がん検診についての学習

乳がんのしこりは、
固くコリコリだね。「あ！これだ。これだ」「わかった。わかった」

私たちが認知症のサポーターに

　 なりました。
認知症の方が安心して暮らせる地域に

 なるようサポートします。
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新会員を紹介します
＜出雲地区＞　天野和子・黒崎千賀子
＜雲南地区＞　松本幸子
　　　　　　　会員数　144名（令和２年９月現在）

― 新会員から一言 ―

新しい仲間が増えました

　今年の３月末に島根県を退職し、４月から再任用職員とし

て県庁の障がい福祉課で勤務しています。退職したらゆっく

りできるかなーと考えていましたが、今は新型コロナ感染予

防まっただ中で、集うこと･ふれあうこと・話すこと･歌うこと

などの制限があるなか、「生活を変えていくこと」「人と人が

繋がることの大切さ」をより実感できたかなと思っています。

　こんな時だからこそ「ぼたんの会」の諸先輩と一緒に楽し

く活動できる日を心待ちにしています。どうぞよろしくお願

いします。

〈出雲地区〉　天野　和子 さん

　今年度から入会させていただきました。３月に島根県を退職し、現在は出雲保健所で育休代替職員として勤務しています。まだ、「ぼたんの会」の活動に参加してはいませんが、新型コロナウイルス感染症の電話相談に諸先輩の皆様が従事されていますので、時々お話をきかせていただいています。コロナ禍ではありますが、これから「ぼたんの会」で、先輩の皆様とまた会えるのを楽しみにしております。どうぞよろしくお願いいたします。

〈出雲地区〉　黒崎　千賀子 さん

　看護師として、大阪医科大学、島根大学、岐阜大学、岡

山大学、最後に鳥取大学附属病院に勤務し、その間、13年

は両親の看護、介護をしました。７年前から継承した農業を

しながら、雲南市の乳幼児健診等のお手伝いをしています。

　多発する豪雨災害やコロナ禍で、何か自分にできること

はないかと思っていたところ、「ぼたんの会」を紹介され

入会することにしました。地区総会で、コロナ対応等の活

動をされていることを知りました。
　今後、学びをとおして自分にできることを考えていきた

いと思います。よろしくお願いいたします。

〈雲南地区〉　松本　幸子 さん

「ぼたんの会」役員
会 　 長 木　村　久美子
副 会 長 馬　場　真由美

地
区
幹
事

松 江 永　江　尚　美
隠 岐 山　本　久美子
出 雲 小　中　綾　子
雲 南 浜　村　愛　子
大 田 森　山　隆　子（新）
浜 田 馬　場　真由美
益 田 長　野　知惠子

監 事 中　路　紀美代
妹　尾　美智子

広報委員
松 江 地 区 星　野　由　美
出 雲 地 区 今　岡　きみ子
大 田 地 区 森　山　隆　子

役員体制

　

出
雲
地
区
の
吾
郷
昌
子
様
が
、
令
和

２
年
４
月
17
日
に
72
歳
で
お
亡
く
な
り

に
な
り
ま
し
た
。
吾
郷
様
は
、
平
成
14

年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
８
期
16

年
間
の
長
き
に
渡
り
、広
報
委
員
を
担
っ

て
く
だ
さ
り
、
熱
心
に
会
報
作
成
等
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
で
17
号
と
な
る
会
報
で
す
が
、

吾
郷
様
の
熱
意
を
受
け
継
ぎ
、
会
員
の

情
報
誌
「
ぼ
た
ん
の
会
」
の
Ｐ
Ｒ
誌
と

し
て
、
今
後
一
層
、
内
容
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
今
岡
記
）

訃 

報

　会員の中島文子さんが、令和２年歌会始めに
佳作入選されました。中島さんは東出雲町を退
職後、地元公民館の短歌サークルに参加。会員
の加齢により公民館サークルは解散したもの
の、満98歳の現在も歌を詠んでおられます。入
選句は２年前、骨折で入院中に詠んだ歌だそう
です。週１回のデイサービスやヘルパーサービ
スを利用しつつ、凛としてお一人で暮らしてお
られるお姿に、取材に行った私達も大いに励ま
されました。� （星野記）

「病院の窓より望む宍道湖の
　　　　もやにかすみて蜆

しじみ

舟浮く」

中島文子さん　宮中歌会始入賞

　昨年末から始まった新型コロナウイルスとの闘い、未だ終息
の目処が立たない。近年の自然災害頻発に慄いていたら、今回
のコロナ禍来襲。三密・手指消毒・マスク他、新しい生活もすっ
かり馴染んできたが、自分の生きているうちに遭遇・経験する
とは、予想だにしなかった。世界中が感染抑制と経済回復維持
との間で混とんとしているが、一刻も早い有効なワクチンと特
効薬開発を願わずにいられない。
　人類は細菌・ウイルスとの闘いを何度も乗り越え、現在に至っ
ている。ウイルスとの闘いは永遠であることを心に刻んだ忘れ
られない古希の年になった。

広報委員　星野由美

編 集 後 記

自費出版の歌集


